
 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市の総人口は、昨年１１月に４万人を割り込み、少子化についても歯止めがかから

ない状況となっています。こうした状況の中、本市の義務教育段階の子どもたちが学ぶ

学校の学習環境を、どのように整えていくかについて、昨年度新たに立ち上げた検討会

議（西脇市立学校学習環境規模適正化検討会議）において協議を進めています。 

本市の現状についてご理解をいただくとともに、本市学校の将来像について意見交流

をしていただく場として、「第２回 学習環境規模適正化の現状の説明会」を市内８地

区ごとに開催します。 

子どもたちや学校の将来に関することになります。多数ご参加くださいますようお願

いします。 

 

 

⑴ 本市の現状説明 

⑵ 検討会議の協議の概要報告 

⑶ 協議を踏まえた適正規模・ 

適正配置（案）の提示 

⑷ 意見交換 

 

 

開催地区 開 催 日 時 開 催 場 所 定員 

西脇地区 ２月２０日（日）１０時～ 
市民交流施設 

つながるスタジオ 
５0人 

津万地区 ２月２０日（日）１４時３０分～ 
市民交流施設 

つながるスタジオ 
５0人 

日野地区 ３月 ５日（土）１８時３０分～ サンパル日野 ５0人 

重春地区 ２月１９日（土）１３時３０分～ 
茜が丘複合施設 

みらいえ 
80人 

野村地区 ２月２６日（土）１８時３０分～ 野村町公民館 80人 

比延地区 ２月２７日（日）１４時～ コミセン比也野 50人 

芳田地区 ２月２６日（土）１３時３０分～ 芳田こども園 50人 

黒田庄地区 ３月 ５日（土）１３時３０分～ 黒っこプラザ 60人 

※ ご都合がつかない場合、別会場でご参加いただいても結構です。 

※ 新型コロナウィルスの感染状況により、延期する場合があります。 

令和３年度 

第２回 学習環境規模適正化の現状の説明会 

開 催 日 程 

開 催 内 容 

開 催 の 趣 旨 

 

◎西脇市立学校の学習環境規模の適正化について、これまで検討会議で協議をし

てきた内容など、市内８地区ごとの現状の説明会を開催します。 

 

 



 

                                  （単位＝人） 

  学校区 

年齢 

西脇中学校区 西脇東中学校区 西脇南中学校区 黒田庄中学校区 
合計 

西脇小 日野小 比延小 双葉小 重春小 芳田小 楠丘小 桜丘小 

１５歳 71 44 26 1 148 15 23 26 354 

１４歳 51 45 25 5 154 11 32 28 351 

１３歳 77 42 30 1 131 19 28 33 361 

１２歳 64 47 21 1 152 11 28 10 334 

１１歳 73 32 21 6 143 18 40 21 354 

１０歳 65 35 22 5 157 14 28 13 339 

９歳 65 35 27 0 119 13 34 14 307 

８歳 77 33 25 7 121 14 30 15 322 

７歳 65 26 12 0 149 5 19 15 291 

６歳 75 34 18 6 118 19 29 20 319 

５歳 78 29 16 1 127 11 24 15 301 

４歳 69 28 10 2 108 12 19 17 265 

３歳 61 23 10 4 110 7 18 10 243 

２歳 57 30 8 2 82 11 19 14 223 

１歳 36 21 10 1 98 0 13 11 190 

０歳 44 21 9 2 68 7 7 5 163 

※ 住民基本台帳データ（令和４年１月１日現在）より 住民登録上の学校区ごと年齢ごとの児童・生徒数 

  （実際の児童・生徒数とは異なります。） 

※ ０歳児は、令和３年４月２日から令和４年１月１日生まれまでの子どもの数 

 

 

 

 

 

 

  

 

※ 感染症対策のため、次の点についてご確認の上ご協力ください。 

⑴ マスク着用でご参加ください。 

⑵ 入口受付にて、手指の消毒と体温測定（非接触体温計）、氏名連絡先の記入を、

お願いします。 

⑶ 体調のすぐれない方、３７．５度以上の発熱のある方は、参加をご遠慮ください。 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 問 合 せ 先 ☆ 

西脇市教育委員会 学習環境規模適正化推進室 

TEL：0795-22-3111  FAX：0795-23-8844 

MAIL：gakushuu-kankyou@city.nishiwaki.lg.jp 

西脇市の児童・生徒数 

注 意 事 項 

◆ １０歳児までは、毎年３５０人前後の子どもが生まれていましたが、５歳児か

ら９歳児までは平均して３００人となり、その後毎年２０人程度出生児が減り、

令和２年度に生まれた１歳児は、２００人を割る状況となっています。 

 



◎ 近隣市町の学校統廃合の状況（令和４年１月24日現在） 

 

・加東市 

 方針…合併前の旧町を一つの単位とし、小中一貫校の建設もしくは増築（他は廃校） 

 

年度 地区 新学校名称 旧学校数 

令和３年度 東条地区 東条学園小中学校 小学２校 中学１校 

令和６年度 社地区 社学園小中学校（仮） 小学５校 中学１校 

令和９年度 滝野地区 滝野学園小中学校（仮） 小学２校 中学１校 

 

・多可町 

 方針（案）…中学校を一つに集約。小学校は現状維持とするが、将来的には統合を検討 

 

中学校 小学校 

中町中 

統合 

小学２校 

現状維持 加美中 小学２校 

八千代中 小学１校 

 

・加西市 

方針（案）…４中学校中３中学校の再編（統合）を検討。小学校は現状維持 

 

 

 

 

 

 

 

・三木市 

 方針…志染中、星陽中、吉川地区の小学校について統廃合の方針 

 

中学校 

志染中 
令和３年度に「緑が丘中」へ統合 

緑が丘中 

星陽中 
令和４年度に「三木中」へ統合 

三木中 

 

小学校 

みなぎ台小 令和３年度に「みなぎ台小」へ 

集約・統合 

「吉川小」に名称変更 

中吉川小 

上吉川小 

東吉川小 令和４年度に「吉川小」へ統合 

 

 

 

中学校 小学校 

北条中 現状維持 11ある小学校は現状維持。住民や

保護者から統廃合を望む声が出た

場合、協議を行う。 

善防中 

統合 加西中 

泉中 



・丹波市 

 方針…合併前の旧町で１小学校１中学校以上。旧町ごとの中学校の統合は検討しない。 

 

地区名 小学校 中学校 備考 

柏原地区 ２校 １校  

氷上地区 ５校 １校  

青垣地区 １校 １校 平成29年度に４小学校統合 

春日地区 ５校 １校  

山南地区 ４校 ２校 令和５年度に２中学校統合 

市島地区 ５校 １校 令和２年度検討委員会設置 

 

 


